
別紙-4
【記入方法及び留意事項】
１　出来型及び品質のばらつきの考え方

２．多工種複合工事における品質、出来ばえ評価の工種選定について（検査員考査）
（１）主たる工種で評定する。
（２）コンクリート橋は、プレテンション桁等、工場で製作される構造物も対象とする。
（３）評定は「合併工事」欄を活用する。

３．コンクリート構造物のクラックについて

４．その他
 ・「施工プロセス」チェックリストを活用して、評定を行う。

 ・「５．創意工夫」「６．社会性等」は、請負者から提出された実施状況に関する書類を活用して、評定を行う。

参考文献「日本コンクリ－ト工学協会のひび割れ調査、補修・補強指針」

（１）クラックが発生した構造物では「コンクリートのひび割れ調査、補修・補強指針」に基づき、進行性または有害なクラックに該当するか
否か調査する。
（２）「進行性または有害なクラックが発生し、発生したクラックに対しては有識者(大学教授等)の意見に基づく処置をしている」等が見られ
たら、Ｃ評価とする。
（３）「進行性または有害なクラックがある」場合で、無処理の場合は、状況に応じて、ｄまたはｅ評価とする。

※有害なクラックの目安は０．２ｍｍ程度とする。
（但し、鉄筋の腐食環境が厳しく、コンクリート構造物の耐久性に及ぼす有害性が大きい場合は０．１ｍｍ程度とし、また、防水性に及
ぼす有害性が大きい場合は０．０５ｍｍとする。）


